
南海地震に備えた堤防の強化に期待 
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高知市は，四国南部のほぼ中央に位置し，市域面積は 309.22㎢，人口約 34 万３千人

の市です。市の北方には急峻な四国山地があり，市域北部の北山に源を発する鏡川の下

流域を中心に都市が形成されています。南は浦戸湾を経て土佐湾に面し，東西に広がる

海岸線から雄大な太平洋を一望できる地理的条件にあります。 

また，市街地に面して広がる浦戸湾は，風光明媚な景観を有するとともに，200 種近

い魚類が確認できる自然の多様性が豊かな汽水域でもあります。これには，鏡川など多

くの河川がもたらす，懐の深い中山間地域からの豊かな栄養分が大きく関係しています。 

その一方で，年間を通じて降水量が多く，特に夏から秋にかけては台風の進路にあた

ることから，年によっては 3,000 ㎜を越す降水量があります。中央の平野部では，河川

によって形成された沖積平野の河口付近に，約７㎢にわたって海抜ゼロメートル地帯が

広がっており，過去に幾多の水害を経験してきたことから，水害に強いまちづくりを行

ってまいりました。 

近年では，近い将来発生する南海地震への対策を進めておりましたが，３月 11 日の東

日本大震災の発生により，これまでの対策の早急な見直しをしなければならない状況と

なっております。そうした状況の中，県が現在進めております国分川右岸の河川堤防の

耐震対策や，浦戸湾に流入している他の河川の耐震調査などは，高知市中心部の保全に

つながる大変重要な事業であると認識しており，心から感謝申し上げる次第です。 

地震による液状化や地盤の沈降，津波に対する不安がある中での堤防の強化は，地域

住民にとりましても，大変心強いものになるものと期待しております。 

高知市といたしましても，市民の皆様が安心して暮らせるまちづくりに向け，スピー

ド感を持ってハード･ソフト両面での対策を行ってまいりたいと考えています。 

 

 


